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睡眠は、「単なる休息の時間」としてかたづけてしまうには、大切すぎる生理的過程

です。現在、ライフスタイルの多様化の影響からか、「安息の時」であるべき睡眠に問

題を抱えている人が増えています。実に 5人に一人のひとが睡眠に問題をかかえている

といわれているのです。睡眠の問題が労働者の注意力、集中力の低下をもたらすことに

より日本経済がうける損失は 1年間に 3兆円以上といわれています。みなさんの日々の

生活も睡眠によって大きな影響を受けています。かといって、睡眠にこだわりすぎると

別の問題が出てくるのも事実です。本講演では「睡眠中、私たちの中で何がおこってい

るか」ということを解説し、睡眠と覚醒をあやつる詳しい脳内メカニズムにふれたいと

思います。２０世紀の終わりに「オレキシン」という物質の発見があったことをきっか

けとして睡眠に関するさまざまなことがわかってきました。睡眠・覚醒の制御システム

は、動物の行動や意識、感情などをも包括して適切な覚醒状態を維持するためのシステ

ムであることが明らかになってきました。オレキシンやモノアミン、アセチルコリン、

GABA などの脳内物質が私たちの覚醒と睡眠をどのようにコントロールしているか解説

し、睡眠障害の治療に関しても触れたいと思います。 
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